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1 諸言

長野県内では、アミタケ、ハナイ グチ、ヌメリ

イ夕、チ、シロヌメリイ グチ、アミハナイグチ、ヤ

マドリタケモドキ等のイグチ科の繭根性きのこは、

野生の食用きのことして広く県民に親しまれてい

る。しかし、これらのきのこは歯恨菌のため!京本

やオガコ塙地を利用しての栽併は閑難で、共λt.関

係をとっている樹木と同11与に生育させ、林地にお

いてシロを形成させなければきのこの牛ー産 ・増産

は|ヌlれないとされている。このため、 アミタケ、

ハナイグチ、ヌ メリイクチの県礎的な'Uljj・'L態、

人r.的l箱恨形成、人:rfl<Jシロ形成、安定性応技術

lこ関するJ式験()IIIJfil999、見1999、ム:Ui1999、能

勢1989、1992、柴問1996、鳥越1995)を実施する

ものである。

なお、この論文は長野県まったけ'-1--_産振興協議

会との共山研究として、1990年から95"j二まで 6年

間実胞した誠験内容を取りまとめたものである。

また、 一部試験の内容については、円本林学会Ijl

部文部大会(竹内1998)で報刊 した。

2 研究の方法

2_1 コロニーの成長試験

2.1.1 兵庫県林業試験場から分譲を受けたアミ

タケ繭を供試し、 16種類の培地において200C恒損

条件:Tで培養しコロニーの成長状況を観察、測定

した。培地の椅類は、浜田明地 (クルコ ースl旬、

イーストエキ ス2g、KHzPO，1g、家天18g、 イ

オン交換IJ<1 (. l¥'. HCIで pH5.01こ調整)、ルI主

培地 (麦芹エキス20g、寒天l旬、イオン交換*1

f)、PDA.培地、:'1.-¥15地にB層土壊抽出液を加

えた培地、 ~L-\培地に松葉抽出液を /JlJえた情地、

~1λ培地 (こ B層土壌抽出減 ・ 位葉J'f1l山 i疫を加えた

培地、PD入培地lこB層i壊れ11Hl i夜を加えた崎地、

PD叫ff地に松葉仙山i伎を加えた情地、 PD.-'l.J在地

[ こ 81自 L~境相l山液 ・ 松葉抽什II夜を加えた培地、浜

川l'!'il山に8Jr誌上境rllllhi伎をhllえた山地、浜LUt行地
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に松葉抽I.U液を加えた培地、 浜田培地にB層 u表

rlH出液 ・松葉抽出j伎を加えた培地、 B層土壊仙tJ1

液に寒天を加えた培地、松葉抽出液に寒天を加え

た明地、B層士壌抽出液 ・松長抽出械に寒天をJm

えた情地、MA培地にカザミノ酸 ・ニコチン酸を

添加 した居地とし た。B層 +.壊抽出液はイオン交

換ノt<lR'こ8)1昌十一壌200gを/111え、100
0

Cで 211寺間

煮沸したものを用いた。松長抽出減は I;~ f主に松葉

10gを加えて煮沸した ものをJljl、た。

2.1.2 アミタケ菌(兵庫県林試より分譲)、ノ、ナ

イグチ菌(当センタ一保存|端株)、 ヌメリイクチ

蘭(当センタ 一保存菌株)を (jUAし、浜1111在地、

作成上自地(グルコ ースl旬、制イ」酸アンモニウム

1 g、ペプトン 1g、ニコチン酸0.5mg、サイアミ

ンO.lmg、寒天20g、イオン交換水1f、 l¥'・HCI

で pH5 .5 に調整) 、 MA情地をIl~いて、 20
0

C ↑旦 ibít

条件ドで培養しコロニーの成長状耐を観築、側jl:

しfこ。

2.2 胞子懸濁液散布試験

当センタ ー内のカラマツ林 (1995年現布、林齢

10"f'i::Jにおいてハナイクチの胞子懸樹液を1990

年秋季から連年継続して散布し、ハナイクチ子実

体の発生状況が対照区と比較 してどのように惟移

するか観察した。また、施業区においては、胞 子

懸濁液を散布するとともに、陽ゴたりを良 くする

ために低木層をrjJ心に伐採整理を行 った。散布し

た胞 子懸樹液の濃度は、胞子数10。伺/m{レベ

ルとした。 散布の内容は表-1に示し た。

2.3 無菌的菌根形成試験

2.3.1 兵庫県林業試験場から分譲を受けたアミ

タケ菌を供試し 、 パ ー ミキュライトに ~ IS培地 、

LP培地及び~L主培地、 PDえ培地 、 浜田培地を加

えた培地、並び{こ三1.-'1.培地(こ ~[Sl青地、 LPlj青地及

び松根 ・松葉 ・土壌仙山j伎を加えた培地を聞いて、

殺菌 ・洗浄したアカマツ障子 0984.10.6.t采取、

Lj]箕輪育種吋樹林¥10.長野台'46-76、発芽ギ30%)

と IliJ f!寺に蛍光照明下 ・ 20 CC の trj)~rl条件下でtff養し 、



発序 したアカマツ i'!'j本にアミタケの関根を無闘

がjに形成させる誠験を実施した。

主-2 (1)のノ〈ーミキュライトを基材とした明ー地

は300m.(フラ スコ内での牛ー育後(1991.1 .31.-5 

13.)、副本内で11国化 0991.5 . 13.~1992. 5 .29.) 

させ、花開r;'十壌を新しく入れて整備した林地に

植え付けた。 1994.4 .21に途中経過を調べるため

に掘 り起こし、菌恨の状態を観察したのちに向じ

林地に植え換えを行 った。用地組成等の詳細につ

いては丘-2 ( 1 ) ~ ( 4)に示した。

2.3.2 当センタ 一保存のハナイグチ菌を供試し、

パー ミキュライトにI¥lS崎地及び1v1/¥培地を加え

た培地で、殺繭 ・洗浄したカラマツ種子(1988. 

9 .20採取、 :¥"K9-1 I有佐久 l号、 発芽率31%) 

と同時に蛍光!照明ド ・20
0

Cの恒温条件 下で培養し、

発芽したカラマツ南木にハナイグチの菌根を無関

的に形成させる試験を行った。培地従i成等につい

ては表-3 (])， (2)に示 した。

2.4 菌根形成試験

2.4.1 前畑で育てたアカマツ 2年生前木を鉢に

移植 し、ノパミ一 ミキユライト lにこivIS培地 .浜同I培古地

をh加加|日lえアカマツ f的f自J木と同時にI培音養したアミ夕ケ閣、

及びI¥IAt塙古

マツ稽二子(令とI同4時にt培背養したアミ夕ケ菌を、水道水

で洗浄したアカマツ間木の根事部に均!め込み接聞

し、それぞれ育所し人工的に菌根形成を図 った。

試験民は表← 4に示した。

2.4.2 田畑で育てたカラマツ 2年生南木を鉢に

移植し、ハナイグチの子実体を粉砕し水道水で希

釈した胞子懸濁液を散布したもの、及び山取りし

たアカマツ苗木を鉢に移植し、アミタケの子実体

を粉砕し水道水で希釈した胞子懸樹液を散布した

ものをそれぞれ育苗し、人工的に菌根形成を図っ

た。試験区は表-5に示した。

2.4.3 苗畑で生育中のカラマツ 2年生前木に、

ハナイクチの子実体を粉砕し水道水で希釈した胞

子!琶湖液を散布し、IlJ畑で、人一L的に菌根形成を陸l

る【式験を行った。散布した胞子懸濁液 の濃度は、

胞子数 4~ 7 X 106伺/mRとした。試験区の概

要は図-1、写真一11に示 した。

3 結果と考察

3.1 コロニーの成長試験
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3.1.1 3種類の崎地におけるアミタケ閣の成長

状況を図-2に示した。 ¥1人用地に松葉抽出液を

加えた培地、I¥lA培地lこB層 一卜境1ltuH液 ・松葉抽

出液を加えた培地、浜田府地に松葉抽出液を加え

た培・地、松葉抽出液に寒天を加えた培地、 B層土

壌抽出液 ・松葉抽出液に寒天を加えた培地では、

コロニ ーの成長が認められなかった。

その他の土壌抽出液、松葉地けi波、カザミ ノ帳、

ニコチン般を加えた培地では、添加の効果は認め

られなかった。また、表← 6に不すようにPD..¥.

出地上におけるアミタケ菌の成長は、気中菌糸の

褐色化が著し く、主菌糸細胞の形態にも特徴があ

り、健全な状態でないと認められた(写真 一 1，

2 )。

3.1.2 アミタケ菌、 ハナイグチ菌、 ヌメリイ夕、

チ菌の 3種類の培地における成長状耐を図-3に

ぶした。今回供試したアミタケ菌とハナイクチ菌

はMA培地でも良好な成長を示 した。合成培地は

アミタケ菌とヌメリイグチ首長iでは良好な成長を不

さなかった。

3.2 胞子懸濁液散布試験

試験地の概要、f実体発生位置の推移、植生を

凶-4 ，こノ]えした。 また、施業院は、胞子懸樹液を

散布するとともに、陽当た りを良く するために低

木屑を中心lこ伐保守票開した似であるが、秋季にお

ける地中10cm部の平均温度は表-7に市すよう

に対照区と比べ約 1oC高いのが認められた。 6年

間のハナイクチ子実体の発生状況からは胞 f懸濁

液散布の明確な効果は認められなかった。また、

参考ーまでに試験地内で子実体の発生が確認された

その他のきのこは表-8に示し た。

3.3 無菌的菌根形成試験

3.3.1 発芽生育したアカマツ苗木におけるアミ

タケ蘭の蘭根形成率、 l年後の菌根形成苗木の生

存率、また菌根合成の様子については、表-2 (1)、

(2)、写真一 3(1)、(2)、(3)、写真-4 (])、 (2)に示し

た。 表-2 (1)の C、F区の生存率は、t検定の結

果 5%水準で有意尭が認められた。11固化中の様子

については、写真一 5(1)、(2)に示した。

11国化後整備した林地に植え付け (写真一 6(1)、

(2)、(3))、1994.4.21に菌根の生育状況を把握す

るために掘り取り調査を実施(写真一 7)したが、

この時点で71本植え付けた副木の間で、 自然の実
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生アカマツが 8本薗恨を形成して生育しており、

顕微鏡による観察でも同僚のフォーク状の菌根形

態を呈していた。また、これらの菌恨は湯につけ

ると子実体と同機に紫色に変色する特徴が認めら

れた。植え換え後(写真 8 (1)、(2))、 2年間の

うちに 5本の白木が枯死し、 95年秋季時点で74本

が生育Iわである。

なお、この試験林地は花闘岩土壌を新しく入れ

て整備したものであるから、整備後 1-4年間は

実生のアカマツはほとんと生育できない環境であっ

た。従って、植え付け苗木の間で背っていた実生

アカマツは、ア ミタ ケ菌が菌根を形成したことに

より、人為的に菌根を合成させた苗木と同様に健

全に生育できたものと推察された。今後、さらに

アミタケ子実体が確認できた時点で、供試薗 ・感

染菌 ・発生子実体のミ卜コンドリア小リボゾーム

RNA遺伝子の核酸の塩基配列を比較検討するこ

と CNeda1995)により 、アミタケl請の|詞定を行

う五h函で‘ある。

また、こ の試験地で94年か ら2年間に子実体が

確認できたきのこ は、キツネタケ CLaccaria

laccata)、ウラムラサキ CL.amethystea)、 ク

ロトマヤタケ CInocy be lacera)、 クキ、タケ

C Chroogomphus rutilus)、 ドクベニタケ

CRussula emetica)、ヌメリイグチ CSuillus 

luteus)、クリイロチャワンタケ CPezizabadia) 

等であり 、アミタケ子実体はまだ認められていな

L 、。

3.3.2 この試験については、 2回繰り返したが

カラマツ種子の発芽率が極めて低 くハ ナイグチの

菌根を形成させることはできなかった。供試した

カラマツ種子に原因があるのか、殺菌方法または

培地に問題があるのか、さらにはハナイグチ菌の

生理に起因する問題があるのかさらに検討が必要

であると考えられた。

3.4 菌根形成試験

3.4.1 表-4のA-E区の苗木については、各々

健全に生育しているものを3.3.1の整備林地へ植

え付けた。植え換え時に根の状態を観察したが、

無菌状態にしたのちに特定の菌だけを繁殖、菌根

化させたわけではないため、 テングス状の菌根、

フォーク状の菌根、白色根状菌糸東が認められ、

アミタケ菌だけでな くすでに様々な菌が共存して
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いるものと考えられた。 D、EIXでは接種源が寒

天状のため害菌に犯されて全てのアミタケ菌が消

滅していると観察された。 1:;;:養土の違いによる来

はみられなかった。 A~C I豆の 1 3 4:の苗木につい

ては植え替え後 3年が経過し、途中 2本が枯死し

たが、アミタケ子実体の発生は確認できていなL、。

3.3.1の苗木と同様に、アミタケの菌根が形成

されていると認められるアカマツ白木は、臼然の

実生アカマツとは葉色や枝ぶりに違いがみられた。

3.4.2 3.4.1と同様に、各々健全に生育している

ものを3.3.1の整備林地へ植え付けた(写真 -9) 

が、植え換え時に観察したところ、様々な歯似、

菌糸束が混在しており、ハナイグチ菌、アミタケ

菌だけが菌根を形成して生息しているとは考えら

れなかった(写真一10(1)、 (2)、(3))。 また、木炭

粉を混合した培養士の違いによる去はみられなかつ

た。

なお、参考として|同時に実生のアカマツ白木も

整備林地へ柏栽したが、 4年間のうちに75%のも

のが枯死し、歯根の付着が成育状況に影響してい

るものと考えられた。

3.4.3. 試験地の苗畑 (写真一 11)では例年秋季

に8本、 95年春季に16本シロヌメリイグチの子実

体を確認した。苗畑iで生育しているカラマツ苗木

には、シロヌメリイグチの菌恨が形成されやすい

と言われているが、それを裏付ける現象であ った。

また、地中の根周辺部にはショウロ科のきのこの

子実体を多数認め、このきのこも既にカラマツ白

木に菌根を形成しているものと考えられた。

94年秋季に 2凶ハナイグチの胞子懸濁液を散布

し、翌年梅雨前に掘り取り、 3.4.2の試験地へ30

%間伐した後に移植したが、秋季までに96%が枯

死した。枯死率の高さは、掘り取り万法、樹下の

被陰度、降水不足に起因するものと考えられた。

枯死率が高く、散布した胞子懸濁液の違いによる

差はみられなか った。

要旨

① アミタケ菌のコロニ ーの成長状況を観察した

ところ、浜田培地、 M入培地で良好な成長か

観察された。B層 士壌J'sJ!lJ液、アカマ ツ葉J'，11

t-Hi夜、カザミノ酸 ・ニコチン酸の添加効果は

みられなかった。



z ァミタケ菌のPD，-¥培地上における成長は 、

気'1'菌糸の褐色化が著しく 、主菌糸細胞の形

態にも特徴があり、健全な状態でないと認め

られた。

$ アミタケ、ハナイ夕、チ、ヌメリイグチで、培

地の種類(浜田、合成、 M.-¥培地)によ りコ

ロニ ーの成長状侃に差が認められた。

④ パーミキュライトにrvrs培地 ・浜田培地を加

えた培地、及びパーミキュライトにLP培地 ・

浜同培地を加えた培地で、ア カマツ種子とア

ミタケ菌を同時に培養し無菌的に菌根合成を

試みたところ、菌根形成率、生存率で有意差

が認められる良い値が得られた。

⑤ 人工的にアミタケ菌を付着させ菌根を形成さ

せたアカマツ苗木を、JI国化後林地へ移植した

ところ、自然の実生アカマツも移植したアカ

マツ苗木の間で同様にフォ ーク状の菌根を形

成して、植え付け本数に対して11%増加し同

様に成長しているのが認められた。

⑥ ハナイグチの胞子懸濁液を散布したカラマツ

林における、 5年間のハナイグチの子実体発

生状況からは、明確な散布効果は認められな

かっ fこ。

⑦ 苗ilHで生育中のカラマツ 2年生苗木にハナイ

グチ の胞 f懸樹液を散布し、菌根形成を試み

たが、シロヌメリイグチ、ショウロ科のきの

この子実体発生が 2年連続して確認され、既

に自然、状態で若い白木に様々な菌根が形成さ

れているものと考えられ、ハナイグチの子実

体発生を認めるには至らなかった。

⑧ 自然界では植物の選移と同様に、樹木の根圏

をとりまく菌根菌の遷移があると認められ、

特定の樹木の一定時期に人為的に任意の菌根

菌を付着 ・増加させることは、菌類の複合系

を考慮し前提として条件を整えることが重要

であると考えられた。

キーワード :アミタケ、ハナイグチ、胞子懸濁

液、菌根形成、歯根性きのこ、
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表-1 子実体破砕懸濁液散布内容

ノ、ナイグチ子実体破砕懸濁液散布日 1990.10.9. 1991. 10. 16. 1992. 10. 15. 

1993. 10.4 • 12. 1994. 10. 11. 1995. 10.5. 

胞子懸濁液濃度 成熟したハナイグチ子実体4~5個を破砕し、 1 0 eの水道水に希釈・懸濁

して、胞子濃度を 106個/mf程度とし;林地へジョウロで散布した。

表-2 (1) アミタケ菌の菌根形成状況

区分 繕地組成

A パーミキュライト 25g+

MS 5ml ー十MA 45ml 

B:パーミキュライト 25g+

MS 51百1+PDA 45ml 

C:ノ〈ーミキュライト 25g+

MS 5ml +浜図 45ml

D:パーミキュライト 25g+

LP 5ml +MA 45ml 

E:パーミキュライト 25g+

LP 5ml + PDA 45ml 

F:パーミキュライト 25g+

LP 5ml +浜図 45ml

箇線形成率(百)

1991.3.4. 

40 

28 

58 

40 

33 

58 

生存率(覧)

1992. 2. 6. 

22 

22 

40 

14 

10 

34 

注) アカマツ種子播種，アミタケ菌援種は、 1991年 l月 31日に実施。菌根形成率とは、

フラスコ内で発芽生育した苗木にアミタケ薗が菌根を形成したものの率。 生存率とは、

順化後半における生存している菌線形成苗木の率。

- 9~ -
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アミタケ菌の薗根形成状況表-2 (2) 

生存率(世)菌根形成率(覧)成車旦地主音区分

1992.2.6. 1991. 5.17. 

O O +松根抽出液 5mlMA40ml + MS5ml G: 

O O MA40ml + MS5ml +松葉抽出液 5mlHn 

O 。MA40ml + MS5ml +土壌抽出液 5ml1: 

。。MA30ml + MS5ml +松葉，松犠，土壌抽出液各 5mlJ: 

O O MA35ml + MS5ml +松根，土壌抽出液各 5mlK: 

O 7 MA40ml + LP5ml +松根抽出液 5mlL: 

O O MA40ml + LP5ml +松葉抽出液 5mlM: 

O 。MA40ml + LP5ml +土壌抽出液 5mlN: 

O 。MA30ml + LP5ml +松根，松葉，土壌抽出液各 5ml0: 

O O MA35ml + LP5ml +松根，土壌抽出液 5mlp: 

アミタケ菌接種は、1991年 1月 31日に実施。アカ7 ツ種子播種，注)

ゆ30rnmの試験管を用い、寒天含有量を各々O.8gに調整した。

コンタミ試験管率は 30覧，アミタケ菌だけが生育した試験管率は 67覧であった。

アカマツ種子殺菌の手JI頂表-2(3) 

事前に冷蔵庫で貯蔵した種子

70施工タノ ールで 3分間殺菌

10恥JaCR0 (サラシ粉)で 15分間殺菌

3免過酸化水素水で 15分間殺菌

蒸留水で3回洗浄

風乾 30分間

①

②

③

④

⑤

⑤

⑦

 

播き付け

F

、υ
n
ヨ
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培地

1¥1S 培地

LP t青地

表-2(41 培地組成内容

中且 成(mg ! f) 

NH，NO， 325. KN03 950. CaCL・2H，O220. KH，PO， 170. 

MgSO，・7H，O370， FeSO，・7HzU27.8. ~a，-EDTA 37.5 

お1nSO，・4H，O22.3， ZnSO，・7H，O8.6司 CoC)， ・6HzU0.025. 

CuSO，・ 5H，00.025. :¥a，:-100，・2H，0 0.25. KI 0.83. 

H，BO， 6.2.ニコチン厳 0.5. 塩酸ピ リドキシン 0.5，

糧酸チアミン 0.1.ミオイノシ卜ール 100.L-グリシン 2，

ショ糖 30，000， pH 5.6に調整

NH，N03 400. KNu:， 1.800. Ca(N03)2・4H，0 1，200， 

MgSO，・ 7H，O360， KH，PO， 270. Na，-EDTA 30. 

FeSO，・7H，O40， H，BO， 6.2， :vlnSO，・4HzU1.0. 

ZnSO，・7H，O8.6， KI 0.08， Na，MoO，・2H，O0.25， 

CuSO，・ 5H，00.025. CoCl2・6HzU0.025. 

ミオイノゾトール 1，000，組酸チア ミン 0.4. :/ョ糖 20.000，

pH 5.6に調整

表-3 (1) ハナイグチ蘭の菌根形成状況

主音地組成 菌根形成率(誕) 生存率(耳)

1994.6.30. 1994.6.30 

ノ〈ーミキュライト 25g+ 。 。
MS 5ml +MA 45ml 

ノ〈ーミキュライト 25g+ 。 。
MSI0ml+MA 55ml 

注)カラマツ種子播種，ハナイグチ菌接種は、 1994年 5月 25日に実施。

表-3 (2) カラマツ種子殺菌の手順

① 事前に冷蔵庫で貯蔵した種子

② ガーゼに包み 2日間蒸留水で浸潰

③ 70覧エタノールで 10分間殺菌

④ 3覧過酸化水素水で 10分間殺菌

⑤蒸留水で 15秒間 5回洗浄

⑥ 風 乾30分間

⑦ 播き付け
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表-4 アミタケ菌根形成試験

区分 首木培養士 接種源 苗木本数 生存本数

A 赤土(100世) 表ー2(]).c区で熔養 した 10 4 

B 赤土(85覧)， 木炭 (15覧) アミタケ菌を後種 10 5 

C 赤土(50世). 黒土(50幅) 10 4 

D 花陶岩(100唱) 表-2(2). H区で矯養した 10 。
E 11 ，枯松葉粉(15g) アミタケ簡を接種 10 。

注) 生存本数とは、 アミタケ菌が生育しておりかつアカマツ苗木が健全に生育している と

1年後の植え替え時に確認されたもの。

表-5 ハナイグチ.アミ タケ菌根形成試験

区分 カラマツ，アカマツ苗木培養土 後種源 苗木本数 生存本数

A 赤土 ノ、ナイ グチ，アミタケの K5.A5 K2.A3 

B 赤土.木炭粉(0.1百) 子実体をホモジナイザー K5.A5 K2.A2 

C 赤土， 木炭粉(0.3覧) で粉砕し水道水で希釈し K5.A5 K3.A2 

D 赤土， 木炭粉(0.5覧) 胞子懸濁液とした K5.A5 K3.A2 

注) K. A は各々カラマツ，アカマツの本数。生存本数とは、 1年後の結え替え時に、アミタケ菌が生育しており

かっアカ 7 ツ苗木が健全に生育していると認められたもの、またハナイグチ菌が生育しており かっカラマツ苗木が健

全に生育していると認められたものの数。

表-6 アミタケ菌糸の形態

気中菌糸の色 培地 主菌糸の分岐間隔(μ) 主菌糸細胞の長さ (μ) 主菌糸細胞の幅(μ)

白色菌糸

褐色菌糸

MA+土壌抽出液

MA+カザミノ酸，

ニコチン酸

POA 

注 ()内の数値は、標準偏差。

124.2 (9.6) 

92. 5 (62. 5) 

27.7 (9.5) 
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表 -7 地中10cm部の地温の比較 CC) 

観測日 施業区 対照区

1990. 10 9. 15.2 14. 4 

1991. 10. 8. 15.8 14. 9 

1992. 10. 16. 15.7 14.8 

1993. 10. 7 15.5 14.5 

1994. 10. 4. 17.5 16.5 

1995. 10. 5. 15.5 14.6 

表-8 胞子懸濁液散布試験地において発生が認められたその他のきのこ

科名 種名

ヌメリガサ科 ニガヒガサタケ，

キシメジ科 ホテイシメジ，アマタケ，モリノカレパタケ，キツネタケ，サクラタケ，

オチパタケ，ハナオチノ〈タケ， シパフタケ，ベニカノアシタケ，コウバイタケ

テングタケ科 ツノレタケ，

モエギタケ科 クリタ ケ，

ヒダノ、タケ科 ヒダハタケ，

ベニタケ科 ドクベニタケ，

ホコリタケ科 ホコリタケ，

チャワンタケ科 クリイ ロチャワ ンタケ，

C 

| 

1 

B A C B A 

注) A区は胞子懸濁液散布量が 1Q 1m2， B区は 2Q/m2， C区は対照区。各区とも 2畝で

面積は計 8m2ずつ。胞子懸濁液散布日は 1994.10.4.及び 10.12.。

図-1 苗畑カラマツ苗木ハナイグチ菌根形 成試験区
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10 

O 
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図-2 アミタケ菌コロニーの成長 (20
0

C恒温)
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図-3 コロニーの成長 (20
0

C恒温)
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施業区(カラマツ人工林10~手生、 5 X 5 m) 

O 
O 

O 

"x O 

4‘ 企

O 

O 企

内培 O 

対照区(カラマツ人工林10年生、 5X 5 m) 

O 

X A 
d‘ 企町コ.
d‘ 。

O 企

M‘ 
企』‘

O 

。 。

ー-'-ーー

-平成3年秋

・平成4年秋

口平成5年秋

A平成6年秋

x平成7年秋

O カラマツ立木

亜高木層 (8，)

カラマツ(4， 4) 

低木層 (S)

コナラ(2， 2)，エドヒガン(+， 1)， 

カラマツ(+， 1) 

革本層 (K)

ススキ(2， 2)，スゲsp.(2， 2)，サル7/(2，1)，

ニカ'イチゴ(1， 1 )，ミツバッチグ リ(1， 1)， 

ニオイタチツボスミレ(+， 1)，ズミ(+，1)， 

アカ 7 ツ(+，1)，ヤ7 ウルン(+，1) 

歪高木層 (8，)

カラ 7 ツ(3， 4 ) 

低木層 (S)

コナラ (3，3)，ノリウ ツギ(2， 2)， 

ズミ(1. 2)ヤ7 ウルシ(1， 2)， 

y ラカ ンノ，(1， 1)，アオノ、ダ(+， 1)， 

パ y コヤナ ギ(+， 1)，アカマツ(十， 1) 

革本層 (Kl

ススキ(2， 2)，スゲsp.(2， 2)，ニカ・イチゴ(1，1)， 

アカマツ(1. 1)，ミツバッチグ iパ+， 1)， 

ニオイタチツボスミレ(+， 1)，

ヤマウルン(十， 1 )，ダンコウバイ(十， 1)， 

サルマメ(+， 1) 

図-4 ハナイグチ子実体懸濁液散布試験地
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写真一 1

アミタケ菌はPDA培地上では褐色を呈し、主菌糸の形

態・分岐状態に特徴が認められた。

写真一 2

アミタケ菌はMA・土場抽出液培地では白色を呈し、

主菌糸細胞は太く・長い。

写真一 3(1) 

表-2 (1)の D、 E、F区における菌根形成の様子。

一 101一

j七川研究 「林地にお ける i通似性き のこ ~iの紋tg試験」

写真一 3(2) 

表-2 (1)のF区における菌根の様子。

写真一 3(3) 

表-2 (1)のE区における菌根の様子。

写真一 4(1) 

表 -2 (2)の各試験区における菌根形成の様子。
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写真一 4(21 

表-2 (21のし区における菌根の様子。

融醸覇基

難輔、

写真一 5(11 

試験 3.3.1の温室内でのI1頂化中のアカマツ苗木の像子

(1991.629)。

~ " _"";~.....u: 

l 竃--
m 咽臨~ 指

写真一 5121

試験 3.3.1の温室内で I1頂化中のアカマツ苗木の様子

(1992. 4 . 3 )。

写真一 6(1) 

表-1 (11のC区のI1頂化後、纏え付け時のアカマツ菌根苗

木の織子。

写真一 6(21 

表 -2 (11各区の整備林地への値え付け時のアカマツ菌根

苗木の様子。

写真一 6(31 

表 -2 (11各区の整備林地への植え付け時のアカマツ菌根

苗木の様子。
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写真一 7

試験 3.3.1の掘り取り調査時のアカマツ苗木の様子。

写真一 8(1) 

試験 3.3.1の掘り取り調査後、植え換え後の様子。

J七l，iJ研究 林地 ! こ お!?る!樹 flH'lき の こむiの ~ll~- ，試験」

写真一 8(21 

試験 3.3.1の掘り取り調査後、植え換え後の機子。

写真一 9

試験3.4.2の整備林地への植え付け後の織子。

写真一 10(11

試験 3.4.2の整備林地への纏え付け時におけるアカマツ

根圏の様子。
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写真一10(2)

試験 3.4.2の植え付け時におけるアカマツ苗木の菌根の

様子。

写真一10(3)

試験 3.4.2の纏え付け時におけるアカマツ苗木の菌根の

様子。
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写真一11

試験 3.4.3の試験地苗畑の様子。




